ま ち づ く り 計 画 書

令和４年５月２５日　
区域名　高山市本町２丁目
　高山市美しい景観と潤いのあるまちづくり条例第８条第１項の規定により、次のとおり、まちづくり計画を定める。
１　まちづくり計画の名称

　　　本町２丁目まちづくり計画
２　まちづくり計画の対象となる区域

　　　高山市本町２丁目地内
３　まちづくりの目標

　　　区域におけるすべての関係者のまちづくりに対する意思統一を図り、区域全体として調和のとれた、魅力にあふれたまちづくりを推進する。
４　まちづくりの方針

　　　①常に市民に愛され親しまれる魅力あふれる通りとして、伝統文化と現代が調和し、統一感のなかにも個性が光る本町らしい街並みの形成を図る。
　　　②高山の貴重なオープンスペースである宮川の景観を大切にし、その親水空間と調和した街並みの形成を図る。
５　その他美しい景観と潤いのあるまちづくりを推進するために必要な事項

	建築物等の用途の制限
	○次に掲げる用途の建築及び営業を行ってはならない。
⑴風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の規定により営業の許可又は届出を必要とする業種
⑵指定数量以上の危険物を取り扱うとして消防法の規定により設置の許可を必要とする製造所、貯蔵所又は取扱所
○本町通りに面する建築物の１階部分は原則として商業系施設とし、住宅の用途は避ける。ただし、商業系施設に併設する住宅用の玄関等については、この限りでない。

	壁面の位置の制限
	○本町通りに面する建築物の壁面は、アーケード街としての統一感を保つため、隣地の建築物の壁面にそろえるよう努める。
○道路の交差点に面する建築物は、１階部分の角に隅切り（１辺を１ｍ程度とする二等辺三角形）を設ける又は部分的に壁面を１ｍ程度後退させるなど、ゆとりのある歩行空間の確保に努める。
○宮川に面する建築物の壁面は、河川境界から１ｍ程度後退し、空地を設けるよう努める。

	建築物の高さの制限
	○建築物の最高高さは、１０ｍ（概ね３階）までとするよう努める。ただし、本協定締結の際、現に１０ｍを超えている建築物の既存の高さの範囲内で行う建て替え（改築）については、この限りでない。

	建築物等の形態又は意匠の制限
	○切妻平入り屋根を基本とする。
○店舗１階のファサードは開口部を大きくとり、華やかで楽しい雰囲気が伝わるショーウィンドウの演出に努める。
○洋風建築とする場合は、軒に庇やコーニス（蛇腹）を付加する等、彫りの深い意匠となるように努める。また、近代洋風建築など景観上優れた意匠を持つ建築物を改修する場合は、従前の意匠をできるだけ踏襲・復元するよう努める。
○シースルーシャッターの使用等により、閉店後もウィンドウショッピングが楽しめるよう努めるとともに、ショーウィンドウの演出照明にも配慮する。
○宮川に面するファサードは、建築物の彫りを深く見せる庇や、連子格子等の伝統的な意匠を積極的に取り入れるよう努める。
○建築物の基調色は茶系又は無彩色を基本とし、無彩色の場合は、マンセル値Ｎ５以上Ｎ９以下とする。本町通り沿道においては、建築物のアクセントカラーや看板の文字色に限り高彩度の使用も可能とするが、この場合でも青系や紫系は使用しないよう努める。
○建築物の仕上げは、木質系や石貼り等、自然の風合いや温もりが感じられる材料を取り入れるよう努める。
○空調機器の室外機やオイルタンク、物置、物干し場等は、設置場所や目隠し等を工夫し、通りや河川側から直接見えないようにする。
○歩道から建築物の壁面までの外床仕上げは、歩道の材料との連続性に配慮する。
○屋外照明は色温度の低い、温かみのある光のものを使用するよう努める。また、ネオンサインや点滅する照明は使用しないものとする。

	緑化に関する規定
	○本町通りに面する建築物や敷地に、プランターや鉢植え等による植栽を配することにより、季節感を演出するよう努める。
○宮川に面する敷地への柳や花木、草花の植栽、又はプランターや鉢植え等による植栽を配することにより、川辺の情緒や風情を高めるよう努める。


